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（1）第二部の冒頭に
　今回は，ゼッキーノ・ドーロの第12回から17回までの経過を眺めてみたい
と思う。
　1959年にミラノではじめられたこの催しは，ボローニアのアントニアーノ
（L　Antoniano　di　Bologna）に引き継がれ，現在まで休むことなく続けら
れて来た。その目的は，子供たちにあたらしい感覚のすぐれた歌を与えるこ
とである。ポピュラー音楽の世界で活躍中の芸術家達に協力を求め，テレビ
・ラジオを通じて，イタリア中の家庭に歌を伝えながらも，商業主義にふり
まわされることのない純粋な立場で，この催しは続けられて来た。子供を主
役として，子供を審査員に加え，家庭的なあたたかさときめのこまかさを持
って続けられて来たのである。そして，すぐれた子供の歌を，イタリア全土
ばかりでなく世界中へ送り出して来た。
　ゼッキーノ・ドーロの誕生した時と場所とを考えあわせると，戦後奇跡の
経済復興をなしとげたイタリァ国民のエネルギーが，その土台となっていた
のはたしかなことであろう。事実，60年代には，ゼッキーノ・ドーロばかり
でなく，サン・レモ音楽祭も全盛をきわめ，ほかにも数多くの音楽祭が華や
かさを競っていた。しかし，70年代に入ると，それらの多くは規模が小さく
なり，華やかさを失い，中止になるものも現れはじめた9）行きすぎた宣伝や
聴衆の過、熱ぶりにわざわいされて姿を消したものもすくなくない。イタリア
という国が，一時ほどゆたかでなくなり，社会的にも不安定になって来たこ
との反映であるとも考えられる。その中で，ゼッキーノ・ドーロは，商業
主義との結びつきを極力さけながら，カトリック教会の精神的物質的なささ
えの下に続けられたのである。
　ゼッキーノ・ドーロの今日までの歩みを人間の一生にたとえてみると，第
1回から第10回頃までは，誕生から幼，少年期，第10回以後第17回までは青年
期に相当すると云ってよいであろう。今回とり上げた第12回から第17回では，
それまでのようなみずみずしい美しさと，目を見張るような成長ぶりをみる
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ことは出来ないが，内面的に充実し，安定した足どりで歩みつづけている様
子がみられる。外の世界と接触をもとめながらも，安易な妥協におち入るこ
となく，理想主義的な行き方に徹している。そして，第18回からは，ユニセ
フの後援のもとに9）広く国外から歌を募集し！3）あらたな展開をみせることに
なるが，これは，いわば一人の人間が壮年期に達して，より広く多様な文化
をとり入れながら生きていこうとする姿にたとえられるであろう。
　この種の催しでは，資金の不足と内容のマンネリ化というのが最大の難点
である。資金面については，くわしいことがわからないが，内容の貧困にな
ることを防ぐためには，第18回からのように，広く世界の歌をもとめ，世界
の子供たちのための歌まつりという形式に変えたのは，賢明な行き方だった
と思う。第18回以後の経過は，まだ不明の部分が多いので，次回にのべたい
と思う。
　第12回から第17回でも，コンテストの方法にはほとんど変化はみられない。
ただ，作品の著作権について，以前よりきびしく規定されたようである馨）コ
ンテストに入賞した作品の著作権はすべてアントニアーノの所有となり，楽
譜やレコードの製作出版も，全部アントニアーノを通じて行われる。主催
者が宗教団体で，営利事業ではないために，最初のうちはその点が曖昧であ
ったと云うが，このコンテストから生まれた歌が，国内だけでなく，ヨーロ
ッパや日本で愛唱されるようになるにつれて，著作権の問題を明確にする必
要にせまられたようである。
　また，あくまでもよい歌をもとめての催しであるから，作品を重視し，歌
い手の子供たちの間に無益の競争やスター意識の生まれることがないよう，
考慮されている。ゼッキーノ・ドーロが有名になるにつれて，参加者も増え，
スター指向が生まれそうになったためである。世間の批判もそこに集まっ
た響）そのため，独唱のパートを全部複数（2・3人）の子供に歌わせてみた
り，ピッコロ・コーロ（Piccolo　Coro）の役割りを重くしたり，年によって
いろいろ工夫がこらされているようであるが，独唱者と小コーラス（Coret－
toコレット）により1回，ピッコロ・コーロによりもう1度くり返す，とい
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う形式は変わっていない。
　テレビ・ラジオの中継は，視聴率がたかく子供たちの人気を集めた。一時
は，三日間すべてがテレビ中継され，三日目の決勝大会は，ユーロヴィジョ
ンでヨーロッパ中に放映されたこともあった。しかし，その後やや後退した
感じで，第15回のゼッキーノ・ドーロのレポートでは，テレビ中継が第三日
のみであるのは残念という言葉がみられる蜜）第1日，第2日は，ラジオでの
み放送されるようになったわけで，子供たちの問で，この催しに対する関心
がすこしずつうすれ始めたことのあらわれではないかと考えられる。
　ゼッキーノ・ドーロが今日まで続けられたのは，主催する人々の熱意に負
うところ大なのであるが，それでも，司会者であり，この催しの中心的人物
でもあるマーゴ・ツルリが（Mago　Z皿li）が辞意を表明したり，魔法使いの
衣裳をぬいで，本名のチーノ・トルトレッラ（Cino　TJrtorella）にかえっ
たり171録音や撮影などの技術部門のリーダーであったジュリアーノ・ジュリ
ァー二（Giuliano　Giulian玉）が亡くなったり18）大きな変化の波にゆさぶられ
たこともあった。しかし，チーノは辞意を徹回し，歌の指導に当るマリエレ
・ヴェントレ（Mariele　Ventre），編曲担当のジョルダーノ・ブルーノ・マ
ルテッリ（G五〇rdano　Bruno　Martelli）等，初期の頃から変わらない情熱を
以てこの催しを支えて来た人々は健在で，しかも，ささやかな報酬で大量の
仕事を受持っているわけである。この点は，この催しにとって，非常にめぐ
まれた条件といえるであろう。しかし，個人の力にたよりすぎていることが
弱点となる場合もあるのではないだろうか。
　（2）第12回から第17回までの入賞曲一覧（表参照〉
　⑪のついているのは，N　H　Kの「みんなのうた」に採用されたものである。
第15回の「だれと一緒？」（lo　con　chi　sto？）以外は，訳詞も原作に忠実で，
しかもすぐれた内容を持っており，よい受け入れ方をしていると思う。しか
し，それでもなお，原作のもつ可愛さしさを表現することは困難で，幼児曲
というより，小学校，中高学年向きの雰囲気を持った歌に変化している。
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　60年代の入賞曲と70年代のそれとをくらべると，70年代の曲の方が，全体
として，叙情性がうすくなっているように思われる。ロックのリズムによる
歌が増え，リズミカルなたのしさをもとめているものが多い。しかし，それ
でも，一回の入賞曲の中に最低一曲は，叙情性ゆたかな優しい歌が含まれて
いる。審査員の子供たちは，リズミカルな動きや伴奏に心をひかれたり，ピ
カピカ光るドライヴァーのスーツに身を包んだ歌い手に目を見張ったりして，
そのようなことで得点が左右されることもないわけではないが，子守り歌の
もつやさしい美しさに通じる叙情的な歌もやはりもとめられているのであろ
う。
　（3）第12回から第17回までの経過を眺めて
　a）日本の子供たちとの交流
　第11回のゼッキーノ・ドーロで入賞した「黒猫のタンゴ」は，日本の子供
たちにも愛唱され，大ヒット曲となった。日本語に訳された歌詞には，原作
のもつあどけない美しさはみられないが，タンゴのリズムと言葉のくり返し
がよく適合して，たのしい，おぼえやすい歌となった。ゼッキーノ・ドーロ
では，コンテストの最終日に4才の誕生日をむかえた女の子ヴィンチェンッ
ァ・パストレッリ（Vincenza　Pastorelli）が，4才とは思えない正確な音
程とリズム感をもって，しかもかわいらしさ一杯の唱いぶりで人々を感心さ
せた力託9）日本では6才の男の子，皆川おさむが歌って人気を得た9第11回大
会終了後，この歌を日本に紹介したロザーティ（Mario　P．Rosati）が，司会
者のマーゴ（Mago　Zurli）とともに日本を訪れ，皆川おさむ等と，日本の
いくつかの劇場をまわって，日本の子供たちと交流の機会を持った。その時
の模様を撮影したフィルムが，第12回大会の幕間に上映された。
　第13回には，日本人の須田つよしが「唐手」という歌で入賞した91）3才の
男の子である。彼は，イタリア語が上手に話せなかったが，年上のイタリア
人の男の子ダニエレ・ボルガッティ（Daniele　Borgatti）と二人で歌い，入
賞した。
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　第14回大会の終了後，入賞した子供たちが日本を訪れ（1972年），イタリア文
化会館で，日本の児童合唱団の子供たち，在日イタリア人の小学生たちと，
交歓の一刻を持った。歌われた入賞曲の中では，「アリババ」（AliBaba）が
最も人気を集め，アンコールの曲となった。
　第18回にも，日本人の男の子アグニ・ジュンが，中山晋平作曲の「てるて
る坊主」を歌って外国曲部門で優勝している告21
　b）コンテストを支える人々の動向
　第11回のゼッキーノ・ドーロが終って後，マーゴの引退説がささやかれた
ことがあった93）チーノ・トルトレツラ扮するマーゴ（愉快な魔法使い）とい
う役柄は，浮き沈みのはげしいテレビの世界で，比類のない長命のキャラク
ターであって，彼がゼッキーノ・ドーロをはじめてからでも，すでに11年経
過していた。そのため，ごく自然の成り行きとして，彼が引退を望んだとい
う。しかし，人々から抗議が殺倒した。手紙や電報は山のようになり，アン
トニアーノの交換台は，一時機能が麻痺するさわぎとなってしまった。チー
ノ・トルトレツラも，マーゴという人物が，もはや彼一人のものではなく，
イタリア中の子供たちの共有する大切な人物となってしまったことを，
認めざるを得なかった。そして，第12回大会が近づいた時，彼はまたマーゴ
の衣裳を持ってアントニアーノにあらわれ，人々をほっとさせたのであった。
彼は，その後も司会の役を続けているが，第15回からは，マーゴの衣裳をぬ
いで，チーノ・トルトレツラとして出演している。
　第17回大会を真近にひかえた1975年1月，録音や映画撮影など技術部門の
リーダーであったジュリアーノ・ジュリアー二が，病気で亡くなった即彼は，
長年アントニアーノで仕事をつづけ，ピッコロ・コーロの子供たちにとって
も，その創立以来の大切な友人であり指導者の1人であった。1961年の第3
回から，ゼッキーノ・ドーロはアントニアーノによって運営されるようにな
ったが，彼は，勿論その時からずっと，録音・撮影，舞台効果など，多方面
にわたる仕事を担当して来た。彼の死は，ゼッキーノ・ドーロの関係者に深
いかなしみと大きな衝撃をあたえた事件であった。
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　ゼッキーノ・ドーロは作品重視のコンテストであって，子供のスターの登
竜門ではないので，入賞した子供たちがその後音楽家への道を歩むことはす
くない。しかし，1960年の第2回大会で，おとぎ話（Fiaba）を歌った男の子
アッティーリオ・マルティニヨー二（Attilio　Martignoni）は，ピアニスト
ヘの道をえらび，音楽学校の専任講師となった。彼は，1974年からはじまっ
た，アントニアーノの音楽のための奨学生（15）に対して，子供の頃の入賞の思
い出をまじえながら，メッセージをよせている9⑤
　c）視聴者からの批判
　ゼッキーノ・ドーロは，テレビ・ラジオを通じてイタリア全土，そしてヨ
ーロッパ全体の家庭に歌をひろめて行くのであるから，当然，さまざまな種
類の人々から，賛辞と批判を受けることになる。とくにマスコミを通じての
催しは，実際の状況をみないで早計な判断を下してしまう人々からの，やや
無責任な声を多数きくことは覚悟しなければならないし，テレビやラジオを
通じて，その不満を解消して行かなければならないわけである。賛辞として
一番多くきかれた言葉はセレーノ（sereno）で，その意味は，澄みきった青
空のようにあかるい晴朗な美しさである。これは，催し全体から受ける印象
を表したものである。さらに，現代の子供たちにまことによく適合した歌を
つくり出していること。独唱者はもとより，ピッコロ・コーロの子供たちの
歌唱技術のたくみさをほめているもの等が，主な賛辞の傾向である。さらに，
ローマの大学で教育心理学を講ずるアンドレア・メルカターリ（Andrea　M－
ercatali）の意見を要約すると（10一音楽教育は，子供の精神的感情的発達
にとって非常に有効な要素となるものであるから，今日までなおざりにされ
て来た幼児歌曲の教育に力を入れなければならない。アントニアーノの人々
は精緻で知的な感受性をもってこの問題のさしせまった重要性をさとり，ゼ
ッキーノ・ドーロを通じて世界的に認められ評価された積極的な態度で，効
果的な教育課程作製への道をしめしたのである，と賛成意見をのべている。
　主として，教育学の専門家達の間からおこった反対意見は，つぎの二項に
要約される9の（1）テレビやラジオを通じて行われるこのようなFesta（お祭り）
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は，教育効果がない。（2）子供たちにスターへの空しい名声と利益を夢みさせ，
その家族をも含めて心の平静さを失わせ，子供の将来をそこなうものである。
　第一の意見について，主催者側は，直接教育の場に立ち入る意志がないと
述べているが広い意味で教育環境の向上に役立っているという自信のもとに，
反対意見を問題にしていないようである。ただ，第二の意見については，は
じめから懸念をもって，賞金を与えないこと，独唱のパートを二人以上の子
供にうたわせて，参加の人数を多くしたり，参加する子供の年令を引き下げ
るようにつとめたり，小コーラスのメンバーをイタリァの9つの地域から1
人ずつえらんで甲地区代表として参加させたりすることなど，広く公平にと
いう方針を打ち出している。
　d）誰れと一緒？　（lo　con　chi　stoり（19
　第15回の大会（1973年）∫こ，上記の歌が入賞し，優秀歌詞賞を与えられた。
作詞したのはアルベルト・テスタ（Alberto　Testa〉である。彼は，サン・
レモ音楽祭をはじめとして，ポピュラー音楽の世界ではなやかな活動をした
作詞家であるが，ゼッキーノ・ドーロでも，いわば常連といってよい人物で
ある。彼はこの年，二つの入賞曲の作詞家となった。一つは上記のIo　con
chi　sto？，もう一曲は亀のスプリント（La　tartaruga　sprinto）である。
Io　con　chi　sto？の歌詞の大意は，つぎのようなものである。
　　　　　誰れといっしょ？⑳
（子供から両親へ）
あなた方がもう一しょにくらして行けない，別々の道を行く方がよいとい
うのはわかっています。
互いにみつめることも，話すこともない，だからもう別れた方がいい，と貴
方達は云います　一一でも一
私は誰れといっしょ？
あなた方は，この問題について話し合いました。
家具やお金をわけることをも話しました。わめいたりおこったりすること
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　なく，いろいろなものをわけました。　　でも
　私は誰れといっしょ？
　あふれる涙が悲しみを消して行きます。
　でも，このことだけは変りません。あなた方は，三人家族のうちの二人で
　す。
　私の心をこなごなに砕かないように，あなた方は競争で私を可愛がってく
　れます。
　もしも私のほしいものをみんな下さるのなら，心に負った十字架はもっと
　軽くなるのでしょう。一でも
　私は誰れといっしょ？
　そして，あなた方は三人家族のうちの二人なのです。　　以下くり返し
独唱者は八才の女の子で，出場した子供の中では年長の部顕に入るが，一し
ょに歌った小コーラス（コレット）やピッコロ・コーロには三・四才の子供
が大勢いるわけで，子供たちの悲しそうなコーラスをきいていると，なにか
やり切れないような気分になってしまう馨1）
　この歌は，N　H　Kの「みんなのうた」でもとり入れられたが，歌詞は直訳
をさけて，歌のもつ悲しさ淋しさを冬の日の荒涼とした風景にとけこませた
歌としている窪2）
　　　　　冬の日の子守歌　　仲倉重郎作詞（楽譜1）
なぜ憶い出すのか　　幼い日のことを
あふれる日の中で　　やさしいパパとママ
なにも知らずにすごした　　　　あのころ
つる草にからまり　　左足くじいた
夏の日の夕暮れ　　　泣きじゃくったあたし
憶い出の光いまは　　遠くに
　紅いバラはもう咲かない
　青い鳥もうたわない
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　　ただ　風が吹くよ
　冬の日の浜辺に　　　十字架をたてよう
　憶いで色をした　　　幼い日のために
　ふたたび還らない　　あのころ
以上で，美しい歌ではあるが，子供の歌というより大人のための曲に変って
いる。なお，アルベルト・テスタのもう一つの入賞作品である「亀のスプリ
ント」は9雛4）まるで性格のちがう歌である。これもNHKの「みんなのうた」
にとり入れられているが，訳詞は原作に忠実で，しかもたのしい内容をもっ
ている。　（楽譜2）
　　自動車になったカメの歌②5）峯陽訳詞
ゆかいなカメが考えた
だれより速くなりたいと
そこで町まで一年歩いて
甲羅の下にゴムのタイヤと
百馬力のエンジン取りつけた
　フロン　フロン　フロン
　森の中を
　フロン　フロン　フロン
　走りまわる
　フロン　フロン　フロン
　シマウマよりもまだ速いぞ
　どんなもんだい
「車にきをつけましょう」と
ライオンがはり紙をした
「追いこし禁止」　「踏切注意」
「いったん停車」　「ゾウの道です」
「子供が寝ているからひき返せ」
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（楽譜2）
ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロフロン　フロン　フロン （以下くり返し）
　しょうとつ七回，けが六回
　タイヤはパンクしてしまった
　おまけに大事なしっぽがとれちゃった
　これは大変，カメはあわてて
　タイヤをはずしてもらいました
　　ノマフ　　ノマフ　　ノマフ
　　足で歩く
　　ノマフ　ノぐフ　ノξフ
　　ひるも夜も
　　ノマフ　ノマフ　ノマフ
　　いつになったら帰りつくのか
　　だれも知らない
　　ノマフ　ノマフ　ノマフ
　　足で歩く
　　ノマフ　ノマフ　ノマフ
　　夏も冬も
　　ノマフ　ノマフ　ノfフ
　　いっになったら帰りつくのか
　　カメも矢口らない
以上，時代感覚をたくみにとり入れた，ユーモラスな作品である（注）
　　同時期に発表されたこの2つの作品をみると，アルベルト・テスタの流
行作家としてのすぐれた資質を感じとることが出来る。しかし，Io　con　chi
sto？は審査の段階から問題となった卿子供の歌として，内容が暗く深刻で
あるというものである。しかも，離婚がみとめられていないカトリック教国
イタリアで，カトリック教会の主催する・Festaであるから，その様な意見
が出るのも当然である。しかし，教育関係者がこぞってこの曲を推薦した。
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歌として，非常にすぐれた作品であることが第一の理由であるが，そればか
りではなく，これは真実を伝えているということ，そして，この作品を通じ
て，世の無分別な親たちに警告を与え，悲劇を未然にふせぐことにもなると
いう意見まで現れたからである。アルベルト・テスタ自身のこの問題に対す
る意見を要約する伽　　「亀のスプリント」では軽快でたのしい歌の世界を
子供たちに与え，　「誰れといっしょ」では，無責任な大人たちに戦いを挑ん
だ。ひとりひとりの人生が，まわりの人々とかかわりをもって成り立ってい
る以上，各自がその行為の結果に責任をもたなければならない，ということ
を忘れている世の大人たちに　　　さらに彼はいう。「多くの人々は，子供
にあまりにも深刻な問題を与えるのはまちがっているというが，私はその意
見に賛成できない。人間，この世にうまれ出た瞬問から，人生の，社会のさ
まざまな問題に直面するのである。真実をさけてどうなるというのだろう。
人生に対する正しい認識を与えることも，ゼッキーノ・ドーロの目的ではな
いか？」彼の言葉から，テスタ自身の子供たちへの愛情とともに，この催し
へのひたむきな態度がうかがわれて，キリスト教の道徳観が深く人々の心に
浸透していることの一端を，垣間みたおもいがするのである，このような道徳観
が基盤となっていて，人々の心に神が存在するからこそ，却ってきびしい現
実を子供に見せることが出来るのではないだろうか。残念ながら，私にはこ
のような確たる依り拠ろを持った人々の気持ちが本当には理解出来ないので，
やはり，NH　Kの「みんなのうた」にとりあげられたような方法しか思いつ
かないのである。それでも，従来の子供の歌に対する考え方からすれば，思
い切った採用と言ってよいであろう。
　この歌は，叙情的な美しさをたたえたすぐれた作品であるが，あまり流行
しなかったようである。ヒットメーカーの手になるものでも，内容の暗さに
災いされたのであろうか。
　　最多入賞者と新人作曲家
　最多入賞者としては，フランコ・マレスカ（Franco　Maresca）とマリオ
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・パガーノ（Mario　Pagano）コンビがまずあげられるが，この2人による
歌は60年代にくらべてはるかに数すくなくなっている。作詞のルチアーノ・
ベレッタ（LucianoBeretta），アルベルト・テスタ（Alberto　Testa）そし
てラウラ・ザニン（Laura　Zanin）ヴィットリオセッサ・ヴィタリー（Vit－
torio　Sessa　Vitali）等は，60年代も70年代もかわらずに入賞している。ま
た作曲家としては，ゼッキーノ・ドーロの入賞曲の編曲を担当しているジョ
ルダーノ・ブルーノ・マルテッリ（Giordano　Bruno　Martelli）とその息子
でボブ・ミッチェル楽団のリーダーであったアウグスト・マルテッリ（Aug・
usto　Martelli）㈱アリゴ・アマデージ（Arrigo　Amadesi）そしてニニ・コ
モッリ（NinyComolli〉等も，20年にわたって入賞を果している。ジョルダ
ーノ・ブルーノ・マルテッリは，アントニアーノのスタッフの一人であるか
ら当然といえるかも知れないが，最多入賞者といってよいほど，よい作品を
数多く提供している。70年代には，サン・レモ音楽祭やカンタジーロなどで
活躍していたブルーノ・ザンブリー二（Bruno　Zambrini），四ジーノ・メス
コリ（Gino　Mescoli）G①の名前も見られるが，カンタウトーリ（Cantautori）
いわゆるシンガーソングライターの一人であるアルベルト・アネッリ（Alb・
erto　Anelli）（31）が，　「トミー・トム」（Tomy　Tom1970年12回），「ペピー
ナのコーヒー」（Il　caff6della　Peppina1971年13回），「くらやみ」（ll　buio
1974年16回）の作曲家として登場している。さらに新人作曲家として，ボロ
ーニァ出身のワルター・ヴァルディ（Walter　Valdi）舩も注目すべき人物で
ある。弁護士でカンタウトーリという変った人物で，1973年第15回のゼッキ
ーノ・ドーロにアルベルト・テスタの歌詞に作曲した「亀のスプリント」
（La　tartaruga　Sprinto）が入賞して好評を得てからは，常連のようになっ
て，たびたび入賞している。1974年第16回には，コッコとドリッリ　（Cocco
e　drirri）の作詞・作曲家として，見事にゼッキーノ・ドーロを獲得し（33）た。
これは，愛し合う二匹のワニ（coccodrilli）の物語りで，同じ年の入賞曲「
チリビリコッコラ」（LaCiribiricoccola）とともにヒット曲となった馨4）当
時36才，裁判所に足をはこぶ地昧で几帳面な弁護士ヴァルディと，ゆたかな
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才能を持ったカンタウトーリと，二つの姿をあわせ持った特異な人物である。
彼は第16回ゼッキーノ・ドーロでの成功でカンタウトーリとしての名声をた
かめ，ジャーナリズムからも好意をもって迎えられたようである讐5）ミラノ方
言を織りまぜたかげりあるユーモアは，過ぎ去ったくらいロマンティシズム
ヘの郷愁をかきたてられる9㊦と称賛された。彼自身は，審査員の子供たちが，
かげりあるユーモアをみとめてくれたことにおどろき，その鋭い現代的な感
覚に大いに力づけられたと述べている轡彼は，その後もカンタウトーリとし
てつぎつぎによい歌を作り，入賞を果している。昨年（1980年）NHKのテ
レビの「みんなのうた」で放映されて，かわいいアニメーションとともに人
気を集めた「双子のオオカミ大冒険」も彼の作品である。原題は「ウルラリ
ー・ウルララ」（Ululali　ululala），1978年第21回の入賞曲である。彼の歌は
歯切れのよいリズムと，彼がいうように，イタリアの伝統的な歌では受け容
れられなかったある種のユーモア（3めとを持ち，現代っ子たちの心をとらえる
のである。ゼッキーノ・ドーロの催しも回を重ねるにつれて，次第に入賞者
の顔ぶれがきまって来て，プロの作家の見慣れた名前が，入賞者のリストに
多くみられるようにたって来た。ヴァルディも常連の一人とはいえ，ゆたか
な才能にめぐまれた「素人」の存在は，貴重なものである。この催しに新触
な風を吹きこむためにも，ヴァルディにつづく有望な新人の登場を望に望み
たい。今年（1981年）はサン・レモ音楽祭が活気をとりもどしたというが，
ポビュラー音楽の隆盛がゼッキーノ・ドーロによい影響を与えるのではない
かと楽しみである。
（5）ゼッキーノ・ドー口の抱える問題点
　ゼッキーノ・ドーロは，カトリック教会という精神的にも物質的にも安定
した基盤の上に，発足当時からの熱心なスタッフによって運営されて来た。
そのため，公共機関のもつ安定性と，個人企業のもつきめ細かさとを，そな
えていえといえるであろう。政府関係機関の運営でないために，イタリアの
国情の変化による影響をまともに受けることもなく，今日まで続けられたの
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であろう。しかし，スタッフの老齢化，病気事故，あるいは考え方の変化
などによって，大きな影響をうけることが心配される。前回に述べたように，
商業主義と一線を画しているだけに，マスコミから疎外されるおそれもある。
が，なによりも懸念されるのは，年とともに，すぐれた作品が少なくなって
くることである。第18回からは，ひろく世界中の国々に歌をもとめ，新曲だ
けではなく伝承されているものでもよいことにするなど，その点の努力はな
されているようであるがいい………。
　子供の歌は，クラシックの作品によくみられるように，作曲家の死後数十
年もたってから人々に受け容れられるようなものではない。発表と同時に子
供の心をとらえ，しかも長くその生命を保つものでなければならない。ポピ
ュラー音楽全般に言えることであるが，時代とともに歩んで行くもので，し
かも質のよい作品でなければならないところが，むづかしいのである。それ
に，子供たちの生活にテレビが欠かせない道具となるにつれて，歌もまた，
テレビの映像を通じて伝えられるようになった。よい歌がうまれても，魅力
ある画面と結びつかなければ，テレビでは成功しない場合が多い。子供によ
い歌を与えるためには，伝達の方法に一層の工夫が求められるようになった
のである。が，一方では，映像のたすけを借りて，ただ単に目先の変った面
白さやにぎやかな音響だけを売り物にした安易な作品が目立つようになって
来た。それだけ，本当によい歌のうまれる機会がすくなくなるのではないか
と心配である。NHKの「みんなのうた」の傾向をみても，それが杞憂では
ないことがわかるが，おそらく，このような現象は世界中でみられるであろ
う。とすれば，ゼッキーノ・ドーロの催しをこれからもずっと続けて行くた
めに，アントニアーノの人々は，よい歌を探し求めて，なお一層の苦しい努
力を重ねていくことになるであろう。前項でサン・レモ音楽祭にふれたが，
ポピュラー音楽の世界に活気が戻ることによって，ゼッキーノ・・ドーロに
もよい作品が集まるよう，心から祈りたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわり
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12　Zecchino　d’oro　1970年3月応募総数297曲
題　　　　　　名 作詞・作曲家
La　nave　Gelsomina　dirindirin一P．Franco　Maresca
dina M．MarioPagano
ジェルソミナ号 詞　フランコ　マレスカ
曲　マリオ　パガーノ
Per　un　bicchier　di　vinoP．Ermano　Parazzini
M．Gianpietro　Marazza
大人になるべし 詞　エルマノ　パラツツイー二
曲　ジャンピエトロ　マラッツァ
TomyTom P．Roberto　Marcora
M．AlbertoAnelli
トミー　トム 詞　ロベルト　マルコーラ
曲　アルベルト　アネッリ
Ninna　Nanna　del　chicco　diP．
caffe
　Franca　EvangelistiM．
ママのための子守り歌 詞　フランカ　エヴァンジェリステ
曲
La　ballata　degli　elefantiP．　MariaMorelli
象さんのバラード M．
詞　マリア　モレッリ
曲
Manu－e－lo　　　　　　　　　　⑲P．Franco　Maresca
マヌエロ M．MarioPagano
（Valzermesicano） 詞　フランコ　マレスカ
曲　マリオ　パガーノ
Il　lungo，il　corto　e　paciocconeP．Le Chiosso
長いのと短かいのと M．GiomiCramer
ふとっているの 詞　レオ　キオッソ
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曲　ジョルニ　クラメール
CarloMagno P．FmcoMaresca
M．Mario　De　Angelis
カルロ　マーニヨ 詞　フランコ　マレスカ
曲　マリオ　デ　アンジェリス
Chebellafestasara　　　⑪P．SilverioPisu
誕生日のチャチャチャ M．GuidoWilhelm
（cha・cha・cha） 詞　シルヴェリオ　ピス
曲　グイド　ウィルヘルム
IlpupazzodineveP．SauroStelletti
M．LeoCeroni
雪のあやっり人形 詞　サウロ　ステレッティ
曲　レオ　チェロー二
IlsoldatomillepiediP．
　CarloBettini
むかでの兵隊さん M．
詞　　　　　　　一　カルロ　ベッァィー二曲
La　moto　da　moto　crossP．AlbertoTesta
M．Roverto　Livraghi
モト　ダ　モトクロス 詞　アルベルト　テスタ
曲　ロベルト　リヴラーギ
13　Zecchino　d’oro　　1971年3月応募総数365曲
題　　　　　　名 作詞・作曲家
Il　gamberetto　Pietro
ザリガニのピエトロ
P．Phersu
M．Mandeglia
詞　ペルスー
曲　マンデリア
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Annibale，cannibale　terribile
おそろしい野蛮なハンニバル
P．
　FrancaGregoriM．
詞　フランカ　グレゴーリ
曲
Ilcaff6dellaPepPina．TonyMartucci
M．AlbertoAnelli
ペピーナのコーヒー 詞　　トニー　マルトウッチ
曲　アルベルト　アネッリ
La　corriera　del　far　westP．Luciano　Sterpellone
M．Rudica
西部の郵便馬車 詞　ルチアーノ　ステルペローネ
曲　ルディカ
Ilsorpassista P．MarioCasacci
Alberto　Giambr玉cco
追いこし好き M．BrunoZambriniGianniMeccia
詞　マリオ　カサッチ
アルベルト　ジャンブリッコ
曲　ブルーノ　ザンブリー二
ジャンニ　メッチヤ
IIKarate P．TonyMartucci
M．Venturia
唐　　　手 詞　トニー　マルトウッチ
曲　ヴェントウーリア
宜fuggito　l’ag　mellinoP．EllixBellotti
M．LeoCeroni
仔羊が逃げた’ 詞　エリックス　ベツロッティ
曲　レオ　チェロー二
一70一
La　ninna　nanna　degli
animaletti
動物たちの子守り歌
Baby　cow・boy
ベビーカウボーイ
Partiam，si，si，partiam
行こう，さあさあ　子こう
Quattro　chiacchiere　in
famiglia
うちの四つのお話
Baciccia　il　pirata
海賊のキッス
P．
　Luciano　SimonciniM．
詞
　ルチアーノ　シモンチー二曲
P．Luciano　Beretta
M．Renato　Martini
詞　ルチァーノ　ベレッタ
曲レナートマルティー二
P．Mario　CoPPola
M．Gianni　Guamieri
詞マリオ　コッポラ
曲ジャンニグワルニエーリ
P．Sauro　Stelletti
M．Paolo　Guadli
詞　サウロ　ステッレッティ
曲パオログワドリ
P．Sauro　Stelletti
M．Giordano　Bmno　Martelh
詞　サウロ　ステッレッティ
曲ジョルダーノブルーノ
　マルテッリ
14　Zecchino　d’oro　　1972年3月応募総数397曲
題 名 作詞・作曲家
Tre　scozzesi
三人のスコットランド人
（moderato）
P．
M．
??
Filiberto　Di　Matteo
フィリベルト　ディ　マッテオ
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La　torre　degli　asinelliP．　AnnaVenturiniM．
ロバの塔
（ValZerallegr・）
詞　アンナ　ヴェントゥリー二
曲
La　banda　del　formaggioP．LauraZanin
M．CarloCordara
チーズのバンド 詞　ラウラ　ザニン
（marCettaallegr・） 曲　カルロ　コルダーラ
AliBaba P．GinaBasso
M．Luciano　Sterpellone
アリババ
（Una　ritmiCa　Orientale）詞　ジーナ　バッソ
曲　ルチアーノ　ステルペローネ
Il　generale　GiovanniP．VitoPallavinci
M．GinoMescoliジョヴァンニ将軍
（shake） 詞　ヴィート　パラヴィンチ
曲　ジーノ　メスコーリ
Lamini．astronaveP．Roberto　Marcora
M．NinyComolliちいちゃな宇宙船
（schuffle） 詞　ロベルト　マルコーラ
曲　ニニ　コモッリ
Cincinponpon P．Ann三e　Gorassini
M．Angelo　Baroncini
チンチンポンポン
（m・derat・｛→号） 詞　アンニエ　ゴラッシー二
曲　アンジェロ　バロンチー二
CikeCiak P．Misselvia
（ElviaFighu・1・）
チクとチャク M．Rinaldo　Prandoni（marcetta　allegra　shake）
詞　ミッセルヴィァ
（エルヴィァ　フィリオーロ）
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Il　sottomarino　raffreddato
風邪をひいた潜水艦
（marcla　allegra）
La　galhna　cocoua
めんどり　コケコッコー
（marcia　allegra）
Sette　cani　brontoroni
ぶつぶつ云う七匹の犬
（marcia　allegra）
Gli　stivali　ballerini
能なしのバレリーナ
（moderato　allegro）
ロシア民謡風に
曲リナルドプランドー二
P．Dante　Panzuti
M。Arrigo　Amadesi
　Renato　Martini
詞　ダンテ　パンツーティ（ダンパ）
曲アリーゴアマデーシ
　　レナート　マルティー二
P．
　Italia　Bartoli　WilhelmM．
詞　　イタリア　バルトーリ
　　　　　　　　　ウィルヘルム
P。Ermano　Trapini
M．Gabriele　Balducci
詞　エルマノ　トラピー二
曲　ガブリエーレ　バルドウッチ
P．Roberto　Marcora
M．Niny　Comolli
詞　ロベルト　マルコーラ
曲二ニコモッリ
15　Zecchino　dラoro1973年3月 応募総数399曲
題　　　　　　名 作詞　　作曲家
La　sveg｝ia　birichjna　　　　　　（⑩P．Luciano　Beretta
Giulio　Cesare
いたずら目ざまし時計 M．Franco　Reitano（allegr・） Mino　Reitano
詞　ルチアーノ　ベレッタ
ジュリオ　チーザレ
曲　フランコ　レイタノ　と
ミーノ　レイタノ
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IlfestivalpoP P．Corrado　Comolli
M．ClaudioValle
フェスティヴァル　ポップ
（m・deratobeat） 詞　コッラード　コモッリ
曲　クラウディオ　ヴァッレ
Pepito　de　Ia　pampaP．Luciano　Sterpellone
M．MarioPagano草原のペピート
（tangO） 詞　ルチアーノ　ステルペロー二
曲　マリオ　パガーノ
La　ballata　del1ヲorso　bruttoP．Franco　Msresca
M．Antonio　Esposito
乱暴熊のバラード
（m・derat・〉 詞　フランコ　マレスカ
曲　アントニオ　エスポジート
Pancho　l’eroe　del　TexasP．LauraZanin
M．Adriano　Della　Giustina
テキサスの英雄パンチョ
（m・derat・） 詞　ラウラ　ザニン
曲　アドリアーノ　デラ
ジュスティーナ
Hanno　rubato　il　piratoP．　Anna　Maria　PietravalleM．
海賊がぬすんだ
（shake）
詞　アンナ　マリア　ピエトラ
曲
ヴァッレ
Firastrocca　din　din　dinP．MitziAmoroso
M．Giordano　Bruno　Martelli
長いお話　ディンディンディン
（m・derat・〉 詞　ミチ　アモローゾ
曲　ジョリダーノ　ブルーノ
マルテッリ
1・c・nchist・？　　　　　⑲P．AlbertoTesta
誰れと一しょ？
M．Guartiero　Malgoni
一74一
（moderato） 詞　アルベルト　テスタ
曲　グワルティエロ　マルゴー二
La　tartaruga　sprinto　　　　　　⑲P．Alberto　Testa
M．Walter　Valdi亀のスプリント
詞　アルベルト　テスタ
曲　ワルター　ヴァルディ
Sono　1’ottava　di　sette　fratelliP．
　Velia　MagnoM．
ぼくは七人兄弟の八番目
（moderato〉
詞　　ヴェリア　マーニョ
曲
Il　guercio，il　lungo，il　nanoP．Stefano　Scandolara
M．Corrado　Castellariやぶにらみとのっぽとちび
（moderat・calmo） 詞　ステファノ　スカンドラーラ
曲　コッラード　カステルラーリ
Issa・　gira・　buttata－　tiraP．Maurizio　D’Adda
Franco　Spadavecchia
揚げて，廻して，投げて引張れ
（allegrett・） M．Sergio　Chiesa
詞　マウリーツイオ　ダッダ
フランコ　スパダヴェッキァ
曲　セルジオ　キエーザ
16　Zecchino　d’oro　　1974年3月応募総数364曲
題　　　　　　名 作詞・作曲家
Cocco　e　drilli P． Walter　ValdiM．
コッコとドリッリ
（calyPS・）
詞　　ワルター　ヴァルディ
曲
La　cometa　ha　preso　la　codaP．Vittorio　Sessa　Vitali
慧星はしっぽをなくした M．Claudio　Valle
一75一
（tarantella） 詞　ヴィットリオ　セッサ
ヴィタリー
曲　クラウディオ　ヴァッレ
Ciribiricoccola P．Virginio　Capitani
チリビリコッコラ M．Guartiero　Malgoni
（cha・cha・cha） 詞　ヴィルジニオ　カピター二
曲　グワルティエーロ　マルゴー二
Tutto　questo　per　un　chiodoP．G uriano　Taddei
M．LorenzoPilat釘にはこれ全部
（westem） 詞　ジュリアーノ　タッディ
曲　ロレンツォ　ピラト
Umpa・pa P．　Fiorenzo　FiorentiniM．
ウンパパ
（bajon）
詞　フィオレンツォ　フィオレン
曲　　　　　　　　　　一アイー二
IlgiocodellarimaP．AlbertoTesta
M．Guartiero　Malgoni
韻のあそび
（moderatobeat） 詞　アルベルト　テスタ
曲　グワルティエロ　マルゴー二
Ungigante P．C　orrado　Comolli
M．ClaudioValle
巨　　　　人
（rhythum　and　blues） 詞　コッラード　コモッリ
曲　クラウディオ　ヴァッレ
L’orseGiovanni P．Umberto　Napolitano
M．MarioBarbaja熊のジョヴァンニ
（ValZertirOleSe） 詞　ウンベルト　ナポリターノ
曲　マリオ　バルバヤ
Ilbui・　　　　　　　　　⑲P．TonyMartucci
一76一
くらやみ PaoloLimiti
（dixieland）
M．AlbertoAnelli
詞　　トニー　マルトゥッチ
パオロ　リミティ
曲　アルベルト　ァネッリ
Ilmagomatto P．Maurizio　D’Adda
Franco　Spadavecchia
気狂いの魔法使い
（samba） M．Franca　Positano
詞　マウリツイオ　ダッダ
フランコ　スパダヴェッキァ
曲　フランカ　ポジタノ
IlconcertodellacittaP．LauraZanin
M．Giordano　Bmno　Martelli町の協奏曲
（tang・f・x） 詞　ラウラ　ザニン
曲　ジョルダーノ　ブルーノ
マルテッリ
Ninna・ni．nOnnina P．Franca　Evangelista
おばあちゃん　ねえ　おばあちゃん M．MarioPagano
（m・derat・’adUine） 詞　フランカ　エヴァンジェリスタ
曲　マリオ　パガーノ
17　Zecchinodラoro1975年3月　　　　　　応募総数302曲
題　　　　　　名 作詞・作曲家
La　figlia　del　re　di　CastiliaP．Vittorio　Sessa　Vitalli
カスティーリアのお姫さま M。Valle・Sofdy
（valzerandalus・） 詞　　ヴィットリオ　セッサ　ヴィタリ
曲　ヴァレ　ソフディ
Ma　doe’6porcellino？P．Maurizio　DラAddo
一77一
でもあの小豚はどこにいるの Franco　Spadavecchia
（allegro　mo（lerato　beat）M．Giordano　Bruno　Marte11i
詞　マウリーツイオ　ダッダ
フランコ　スパダヴュッキァ
曲　ジョルダーノ　ブルーノ
マルテッリ
La　slitta　vagabondaP．Maurizio　D’Adda
Franco　Spadavecchia
さまようサソリ M．SergioChiesa（tempo　allegro　alla　russa）
詞　マウリーツイオ　ダッダ
フランコ　スパダヴュッキァ
曲　セルジオ　キエーザ
La　mongolfiera　i監golfP．Danpa　（Dante　Panzuti）
M．RenatoMartiniゴルフと気球 ArrigoAmadesi
（marciabeat）
詞　ダンパ
曲　レナート　マルティニ
アリッゴ　アマデージ
Il　barone　sbsdiglioneP．Ermano　Parazzini
M．Corrado　Castellari
あくびの男爵
（minUett・一ValZer） 詞　エルマノ　パラッツィー二
曲　コッラード　カステルラーリ
Civa．civetta P．Maria　Paola　Lavarone
M．LindaMarlettaふくろう
（moderataaduine） 詞　マリア　パオラ　ラヴァローネ
曲　リンダ　マルレッタ
L’albero　della　cuccagnaP．Danpa　（Dante　Panzuti）
M．NicolaAprile
宝の園の木
（schuffle・tarantella）詞　ダンパ
一78一
曲　ニコラ　アプリーレ
La　vera　storia　del　saliceP．
piangente 　VellaMagnoM．
泣く柳の本当の物語
（polka）
詞　　ヴェリア　マーニョ
曲
Riaccattatta P．Adili・C・91iati
M．Claudio　Cavallaroリヤカッタッタ
（beatcha－cha・cha） 詞　　アディリオ　コリアーティ
曲　クラウディオ　カヴァラーロ
La　banda　del　cortileP．LauraZanin
M．SergioCensiコルティレのバンド
（marciaallegra） 詞　ラウラ　ザニン
曲　セルジオ　チェンジ
L’angioletto　in　blue　jeansP．
　AdelioCo91iatiM．
ブルージーンズの 詞
（moderato　rock）ちっちゃな天使　アディリオ　コリアーティ曲
IIVilgileingOnnellaP．SauroStellett三
M．RinaldoCozzoli女の中の警備人
（tang・） 詞　サウロ　ステレッティ
曲　リナルド　カッゾ
一79一
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